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秋田市における騒騒音調査

奥 山 良 俊

近年種々の公害が大きな社会的問題としてとり上げら

れているが，好ましくない音としての騒音はいついかな

るところにおいても発生し得る要素が多く，社会生活に

おいて最も身近かな問題の一つである。騒音規制法の成

立を承るに至り，今後各都市において騒音の防止につい

て考慮されるであろうことは喜ばしいことであるが，秋

田市のような地方都市においても可成りの騒音が発生し

ておるのでその現状を知るために主として街頭における

日中の騒音レベルについて測定を行った。

騒音は物理的問題の他に生理的，心理的問題を含むの

でそれらについて考慮すべきことは当然であるが， ここ

では音の物理的測定の意味において得られた調査結果を

報告する。

なお本調査の計画，測定にあたって秋田工業高等専門

学校進藤俊一，軽部昭夫両教官の御指導，助言に負う所

が大きい。

用いると，

P

音圧レベル=201og,0T×1j=!"ba" (dB)
で示される。

騒音レベルは指示騒音計(JIS-C-1502-1966)で測定

された値をいうが，騒音計のA特性は最も人間の耳に感

ずるやかましさを示し, C特性は一種の音圧レベルとし

ての物理量を示すものであるから，調査にあたってはす

べての測定点においてA及びCの両特性によることにし

た。単位はdB或はホンである。

(2)測定期間，測定時刻，測定点

測定期間は昭和43年3月から7月までとし測定時刻は

午前9時から午後5時までであるが，秋田市から国道7

号線に通ずる山王交差点においては午前7時から30分

毎，或は1時間毎に測定し時間的変動を考慮した。また

測定点として有意抽出で市内の105箇所を選んだが，大

部分は秋田市の中心部と国道に沿った地点である。

(3)測定方法

測定には指示騒音計SLM－12(JIS-C-1502-1966)を

用い，測定方法としては，騒音レベル測定方法(JIS-Z-

8731-1966）に従った。特に指示が不規則にかつ大幅に

変動する場合の規定によって5秒毎に指示値を読承と

り，得られた50個の指示値について第1図のように累積

度数曲線をえがき，その中央値をもって騒音レベルを示

した。合わせて90%Rの値を求めたが，推定による場合

が多かった。

I 測 定

(1)騒音の物理的測定の意味

騒音の大きさは物理的な音の強さではなく，我々の聴

覚で感じられる音の強さであり複雑な要素から成立って

いる。しかしながら数値で騒音の強さを示し比較検討す

ることは基本的なことがらであるから物理的方法で近似

的に騒音の程度を示す必要がある。

音の強さは音圧の二乗に比例するから音圧PoとPの差

は201og,0(P/Po)であり, Poの値として2×10~4"barを
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第1 図

騒音計のFast-Slowの特性に関しては街頭において検 であった。なお騒音計の試験成績は21｡Cにおけるもの

討したが，原則としてFastを用いている。 である。

マイクロホンは反射音の影響をできるだけさけるよう （4） 中央値と最頻値（モード）の関係

に配慮し，車道側の歩道端或は道路端で高さ1．2〃の位 累積度数曲線に指示値の度数を記入した例が第2図及

置とした。また風の影響を除くために殆ど無風か微風の び第3図である。これらによって或る程度騒音の内容を
状態で測定した。調査時の気温は12｡Cから29｡Cの範囲 知ることができる。
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第3図

(5)測定結果

105地点における測定結果は表に示す通りである。
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東北電力前
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中通3丁目1番（3丁目橋）

中通4丁目17番交差点

市民市場前

消防会館前

日赤病院前

中通3丁目3番29号交差点

中通3丁目3番43号交差点

中通3丁目2番

中通6丁目19番交差点
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秋田営林局前

中通5丁目8番

中通6丁目3番交差点

中通5丁目10番

中通5丁目4番

南り通宮田13番

南通り築地10番 I

中通病院前

南通り亀の丁4番12号

南通り亀の丁1番

楢山佐竹町1番23号

楢山本町3番

南通り亀の丁14番交差点

南中学校前

南通り亀の町2番交差点

秋田警察署前
〈 、ト

大町1丁目3番（旧中通町）

旭北栄町6番（旧表鉄砲町）
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秋田さきがけ新報社前
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騒音レベル 音圧レベル

測定年月日 測定時刻占
J，､、定

A特性(90%R) C特性(90%R)
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(6)騒音レベル分布

秋田市中心部における騒音レベル分布は第4図に示される。
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おいて代表的地点とされている山王交差点の日中の変動(7)騒音の時間的変動

騒音は測定時刻によって変動するが第5図は秋田市に を示すものである。
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午前 午後
B"'I(e寺）

第5図

I 考 察
しない。指示値の変動範囲が小さいときは中央値と最頻

値がほぼ一致している。

(4)

第4図の騒音レベル分布にみられるように交通量の多

い地点で70dB(A)を越えている。騒音レベルが通過車両

数の対数に比例することから考えても今後益々騒音レベ

ルの大きくなることが予想される。

(5)

秋田県民会館(NO.95) ,秋田保健所(NnlO)など主要

道路から僅かの距離へだてただけでレベルが可成り小さ

くなっている。また国道7号線士崎バイパス(NO.86)に

よって士崎地区（恥87）の騒音レベルが比較的小さくな

っている。そして産業会館(NO.11)から山王交差点(ND.

77）に通ずる道路では交通量が多い上に，音場としての

自由空間が狭く，最も騒々しい。これらのことは騒音対

策上大いに参考とすべきことであろう。

(1)

中央値によって騒音レベルを示すが第2図と第3図に

承られるように，中央値が近い値でも測定点が異なれば

度数，最頻値などが全く異なることが多いので中央値の

承を問題にしないでモード, A, C両特性を考慮し内容

をも検討する必要がある。

(2)

測定値の表に示されているようにAおよびC特性によ

るレベルのレスポンスから街頭騒音では500c/s以下，特

に100c/sから200c/sの周波数の成分が多いものと考えら

れる。

(3)

比較的低レベルの地点で突発的に発生する交通騒音な

どのために測定範囲を越えることが多く，測定が困難で

あり，指示値の変動範囲も大きくなりモードもはっきり
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